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氏　　名    京セラケミカル株式会社
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（第１面）

※
特
記
事
項

 ※事業者番号

担 当 部 署 名

所 在 地

京セラケミカル株式会社　

川崎市川崎区千鳥町9番2号

事業活動地球温暖化対策結果報告書

注型レジン、絶縁ワニスなどの各種電気絶縁材料製造、プリント配線板、機
能性ペーストなどの電子関連材料の製造

メールアドレス

業務課　環境安全・施設係

川崎市川崎区千鳥町9番2号

044-266-1321

044-277-5480

電話番号

ＦＡＸ番号

（あて先）川崎市長

　川崎市地球温暖化対策の推進に関する条例第１０条第１項の規定により、次のとおり提出します。

〒210-0865

神奈川県川﨑市川崎区千鳥町9-2

代表取締役社長  　澤井　和弘

(代理人)川崎工場長　城戸内 昭浩

　　　（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

規則第４条第１号該当事業者

中分類

E

規則第４条第２号該当事業者

規則第４条第３号該当事業者

規則第４条第４号該当事業者

担当部署

連 絡 先

第３号様式

エネルギー起源の二酸化炭素
以外の温室効果ガスの排出の量

自動車の台数

原油換算エネルギー使用量

事 業 者 の 規 模

16

該 当 す る 事 業 者
の 要 件

事 業 者 の 氏 名
又 は 名 称

主 た る 事 務 所
又は事業所の所在地

※
受
付
欄

主 た る 事 業
の 業 種

主 た る 事 業
の 内 容

大分類

上記以外の事業者（任意提出事業者）

製造業

化学工業



（第２面）

計 画 期 間 及 び 報 告 年 度 平成 ２２ 年度　　～　平成 ２４ 年度　　　（報告年度 ２４ 年度分）

温室効果ガスの排出の量の
削減目標の達成状況及び温
室効果ガスの排出の量

別添　指針様式第2号のとおり

温室効果ガスの排出の量の
削減目標を達成するための
措置の実施状況

別添　指針様式第2号のとおり

他の者の温室効果ガスの排
出の抑制等に寄与する措置
の実施状況

別添　指針様式第2号のとおり

その他地球温暖化対策の推
進への貢献に係る事項

別添　指針様式第2号のとおり

備　　　考
当社の環境保全活動については、以下のＨＰにて公表しています。
http://www.kyocera-chemi.jp/company/ecology.html

備考 １　欄内にすべてを記載できない場合は、別紙により提出してください。
　 　２　□のある欄は、該当する□内にレ印を記載してください。
　　 ３　報告書には、事業活動地球温暖化対策指針に定める資料を添付してください。
　　 ４　※印の欄は記入しないでください。
　　 ５　氏名（法人にあっては、その代表者)を記載し、押印することに代えて、本人（法人にあって
        は、その代表者）が署名することができます。



様式第２号　　　　　　　　　　　　（第１面）

事業活動地球温暖化対策結果報告

１　温室効果ガスの排出の量の削減目標の達成状況（第１号、第２号、第４号該当者等）

 (１) 温室効果ガスの排出の量の状況（排出係数固定）

　 ア　計画期間の温室効果ガスの排出の量

（実） 3,810 （実） 3,740 （実） 3,414 （実） 2,828 （実） 3,391
（調） 3,470 （調） 3,420 （調） 3,123 （調） 2,565 （調）

（実） 1.8 （実） 10.3 （実） 25.8 （実） 11.0
（調） 1.4 （調） 10.0 （調） 26.1 （調）

　 イ　計画期間の温室効果ガスの排出の量に係る原単位等の値

基準年度 第１年度 第２年度 第３年度 目標年度の値

％ ％ ％ ％

　 ウ　計画期間の温室効果ガスの排出の量の状況についての説明

第１年度

第２年度

第３年度

 (２) 温室効果ガスの排出の量の状況（全社目標）

％

目標排出量

％

t-CO2

％

第３年度第２年度

t-CO2 t-CO2

23.2

単位

0.46710.5345

基準年度 第１年度

t-CO2

排 出 量
原単位等の値

削 減 率

t-CO2

生産高

0.5453

％

原 単 位 の
活 動 量

0.6079

排 出 量

0.5411

ｔ-CO2／百万円

11.0

京セラケミカル全社目標は、２０１０年度の温室効果ガス二酸化炭素換算排出量原単位を基準とし
て、２０１３年度には８％の削減に対して１．６％になった。
※排出係数は反映で比較しています。

○排出量は部品材料グループの主要な設備の稼動減少及びメイン蒸気供給設備を高圧貫流ボ
イラから小型貫流ボイラへ変更、夏季時に色々な対策などをしたことにより、23.2%削減す
ることがで目標年度の値（11.0%）以上を達成することができた。

○排出量は部品材料グループの主要な設備の稼動減少、夏季時に色々な対策などをしたこと
により、10.3%削減することができた。
○原単位は基準年度より生産高が増加したことにより12.1%削減することができた。

削 減 率

○排出量は部品材料グループの主要な設備において生産集中化して、大型設備の省エネル
ギー化などをしたことにより、1.8%削減することができた。
○原単位は基準年度より生産高が増加したことにより10.3%削減することができた。

10.3 12.1



様式第２号　　　　　　　　　　　　（第３面）

３　温室効果ガスの排出の量の削減目標の達成するための措置の実施状況

 (１) 温室効果ガスの排出の量の削減のための措置の実施状況

計　画

○推進体制
○主要設備の管理
○省エネ設備投資
○新設備への配慮
○老朽更新

第１年度

○推進体制
ISO-14001及び省エネ法に定める管理組織を全社で設置した。
○主要設備の管理
省エネ法の管理標準を運用し、主要なエネルギー使用設備毎に担当者を決めて運転、保守点検を開
始した。
※管理標準は随時作成し運用を行っている。
○省エネ設備投資
・ｲﾝﾊﾞｰﾀｰｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰへの更新と工場内の供給の見直しの検討を実施した。
・耐用年数を経過しているﾎﾞｲﾗの更新に併せ、事業構成の見直しを行い、ﾎﾞｲﾗの小型化、低圧化、
送気配管の短縮化を検討した。

第２年度

○主要設備の管理
省エネ法の管理標準を作成運用し、基準値等の記載内容を定期的に見直し機器台帳、管理標準の継
続的な改訂を行っている。
○省エネ設備投資
・冷却水循環ポンプのインバーター設置を実施した。
・構内エアコン室外機（61台）のフィン洗浄を実施した。
・事務所に網戸を設置しエアコン使用を抑えた。
○新設備への配慮
・ｲﾝﾊﾞｰﾀｰｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰへの更新と工場内の供給の見直し及び導入時期を検討し2012年度に導入予定。
・耐用年数を経過しているﾎﾞｲﾗの更新に併せ、事業構成の見直しを行い、ﾎﾞｲﾗの小型化、低圧化、
送気配管の短縮化を見直し及び導入時期を検討し2012年度導入予定。
○老朽更新
・老朽化した受変電設備更新に合わせて変圧器の容量、負荷率などの高効率化を検討し2012年度に
導入予定。

第３年度

○主要設備の管理
省エネ法の管理標準を作成運用し、基準値等の記載内容を定期的に見直し機器台帳、管理標準の継
続的な改訂を行っている。
○省エネ設備投資及び老朽更新
・老朽化した受変電設備更新に合わせて変圧器の容量、負荷率などの高効率化を検討し2012年9月
に導入。
・耐用年数を経過しているﾎﾞｲﾗの更新に併せ、事業構成の見直しを行い、ﾎﾞｲﾗの小型化、低圧化、
送気配管の短縮化を見直しを検討し2012年9月に導入。
○新設備への配慮
・ｲﾝﾊﾞｰﾀｰｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰへの更新と工場内の供給の見直し及び導入時期を再検討し2013年9月変更し導
入。
・技術棟2階実験室用空調設備の供給見直し及び省エネタイプ機器導入を検討し2013年導入予定。

計　画

第１年度

第２年度

第３年度

事
業
所
等

(

第
１
号
、

第
２
号
、

第
４
号
該
当
者
等

)

自
動
車
等
 

(

第
３
号
該
当
者
等

)



 (２) 再生可能エネルギー源等の利用実績

　 ア　再生可能エネルギー源等の利用に係る考え方

   イ　計画期間の再生可能エネルギー源等の利用実績

設備等の種類 概要(規模、導入場所、性能等) 導入年度 備考

 　ウ　計画期間の再生可能エネルギー源等の価値の保有実績

種　　類 概要(規模、場所等) 保有年度 備考

様式第２号　　　　　　　　　　　　（第４面）

費用対効果を検証し、再生可能エネルギーの導入を検討、推進する。



様式第２号　　　　　　　　　　　　（第５面）

４　他の者の温室効果ガスの排出の抑制等に寄与する措置の実施状況

計　画 なし

第１年度 なし

第２年度 なし

第３年度 なし

５　その他地球温暖化対策の推進への貢献の実施状況

計　画

○ 環境出前授業の実施：川崎市内小学校への環境出前授業を実施　08年2回、09年１回、10年３回を計画
及び実施中。
○ グリーン購入の実施
○ 従業員家庭での環境家計簿推進

第１年度

○ 環境出前授業の実施：川崎市内小学校への環境出前授業を実施　10年度は３回を実施した。
○ グリーン購入の実施：事務用品やＯＡ機器に対してグリーン購入の推進を行った。
○ 従業員家庭での環境家計簿推進　　：従業員に対して省エネパンフレット等を配して省エネ推進を行っ
た。

第２年度

○ 環境出前授業の実施：川崎市内小学校への環境出前授業を実施　11年度は３回を実施した。
○ グリーン購入の実施：昨年同様に事務用品やＯＡ機器に対してグリーン購入の推進を行った。
○ 従業員家庭での環境家計簿推進：昨年同様に従業員に対して省エネパンフレット等を配して省エネ推進
を行った。

第３年度

○ 環境出前授業の実施：川崎市内小学校への環境出前授業を実施　12年度は4回を実施した。
○ グリーン購入の実施：昨年同様に事務用品やＯＡ機器に対してグリーン購入の推進を行った。
○ 従業員家庭での環境家計簿推進：昨年同様に従業員に対して省エネパンフレット等を配して省エネ推進
を行った。



様式第２号　　　　　　　　　　　　（第６面）

６　前年度の温室効果ガスの排出の量等の実績（排出係数反映）

 (１) 事業者単位

 　ア　第１号、第２号、第４号該当者等

（実）

（調）

 (２) 事業所等単位（第１号、第２号該当者等）

 　ア　年間の原油換算ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量が 1,500kl 以上の事業所の一覧

事業所の名称

川 崎 工 場 2,968 t-CO2
t-CO2
t-CO2
t-CO2

　 イ　年間の原油換算ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量が原油換算で 500kl 以上 1,500kl 未満の事業所の一覧

事業所の名称

t-CO2
t-CO2
t-CO2
t-CO2

　 ウ　年間の原油換算ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量が原油換算で 500kl 未満の事業所の一覧

 (３) 事業所等単位（第４号該当者等）

　 ア　物質ごとの年間の温室効果ガスの排出の量（二酸化炭素換算）が 3,000ｔ以上（二酸化炭

　 　素の場合はｴﾈﾙｷﾞｰ使用に伴い排出したものを除く。）の事業所の一覧

事業所の名称

t-CO2
t-CO2
t-CO2
t-CO2

　 イ　物質ごとの年間の温室効果ガスの排出の量（二酸化炭素換算）が 3,000ｔ未満（二酸化炭

　 　素の場合はｴﾈﾙｷﾞｰ使用に伴い排出したものを除く。）の事業所の数

日本標準産業分類
細分類番号

2,968

事業所に係る事
業の名称

温室効果ガス
の排出の量

2,965
t-CO2

川崎区千鳥町9-2 1635 化学工業

事業所の所在地

事業所の所在地
日本標準産業分類

細分類番号
事業所に係る事
業の名称

温室効果ガス
の排出の量

エネルギー使用量の規模 事業所数

400～500kl 未満

300～400kl 未満

200～300kl 未満

100～200kl 未満

100kl 未満

事業所の所在地
日本標準産業分類

細分類番号
事業所に係る事
業の名称

事業所数

温室効果ガス
の排出の量
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